
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 

 学 校 名 山県市立高富小学校 

 実 施 期 間 平成２５年１１月７日（木）～１１月９日（土） 

 実 施 概 要  ①道徳参観（第１校時 資料を保護者にも配布して家族道徳） 
 ②家庭教育学級講演会の実施（２，３校時） 
 ③音楽交流会（４校時） 
 ④保護者とともにつなひき大会（子ども会育成会主催）  
 ⑤あいさつ運動実施（ＰＴＡ役員を中心とする運動）  

 実 施 内 容  学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   レその他 

 公開の方法 
  レ授業公開 □成果発表 レ交流活動 レ講演会等 
 
  レ地域行事等参加 □その他 

 来 校 者 数  保 護 者          約４００人  
      計     約４８０人 

 地域関係者              約８０人 

 実 施 状 況  ① １１月９日（土） 
  ・保護者と児童が一緒に登校、朝の活動と朝の会も参観。  
  ・道徳（１時間）の授業公開をした。 
  ・講師(親業訓練協会)松尾千景 様による講演会「子どもの心によ 
   り添って～聞き上手・叱り上手な親の接し方～」を実施した。 
   ・全校音楽交流会を体育館で開催した。 
  ・午後から（１３：３０～１５：００まで）子ども会育成会主催  
   によるつなひき大会（親子交流）が行われた。 
  ・さらに、保護者・児童と一緒に下校し、通学路の点検をした。  
 ② １１月７日（木）～９日（土） 
   ・７：３０～７：５０ 校門又は交差点において挨拶運動。 
   ・ＰＴＡ役員（学級委員・本部役員）が中心となって行った。  

 成果及び課題  〔成果〕 
 ・朝の活動から公開することで、登校したあと、「児童たちが朝の活 

動で何をしているのかがよく分かった。」という声が聞かれた。 
 ・道徳の授業公開をすることで、親子で道徳的価値をみつめる時間が 

もてた。また、資料を配付したため、家庭でも道徳の話し合いがも 
たれた。 

 ・音楽交流会では、全校の児童が集い、合唱をすることで学年それぞ 
れのよさを再認識することができた。校友歌「高富の子」（保護者  
世代は、児童の頃、校歌よりよく歌っていた。）を親子で歌った。 

 ・午後からのつなひき大会（親子交流）で親子の交流の時間がもてた。 
 ・ＰＴＡ役員が中心となり、あいさつ運動をすることで、児童のあい 

さつが向上した。 
 〔課題〕 
 ・やや行事を固めすぎた感が否めない。行事の精選を図っていきたい。 
 ・市街地に学校があるために、保護者や地域の方々の駐車場の確保が 

難しい。 
 ・地域の方々への呼びかけをさらに行い、開かれた学校を目指してい 

きたい。 
 ・高富小運動会、山県市陸上記録会、市民運動会、資源回収など、土 

日のたびに行事が重なり参加する方も大変である。行事の協賛が図 
れるとよい。 

 


